




Ⅱ行政施策上の提言、青少年健康センター設立 

次に、こうした臨床経験にもとずいて、行政施策上の提言をしたい。それは、思春期病棟

ないし思春期病院の設立であり、今日不可欠と考えられる。思春期は成人とも児童とも異

なる心身ともに不安定でとくに過感な時期であり、精神医療を施すには特別な思春期だけ

の施設が不可欠である。われわれの開発した「短期入院療法」も思春期病棟でこそ真価を

発揮するものであり、その意味では「思春期病棟の短期入院療法」といえる｡ 

アメリカやヨーロッパではこうした病院や施設がきわめて発達しており、彼我のあまりの

差に樗然とせざるを得ない。今日のわが国の思春期問題は、対策上の立ち遅れによるとこ

ろも大きく、速やかな施設面の充実が切望される。具体的には、民間に助成・育成をはか

るのはもとより、われわれが提案しているような「国立青少年健康センター」を中央に設

立し、全国へのよきモデルを示して下さるよう当局に切望したい。 


